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正
岡
子
規
の
古
典
研
究
と
俳
句
実
作
へ
の
還
元 

―

芭
蕉
句
お
よ
び
蕉
風
俳
諧
を
中
心
に―
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句 

俳
句
革
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蕉 

蕉
風
俳
諧 

 

は
じ
め
に 

  

正
岡
子
規
の
目
指
し
た
俳
句
革
新
は
、
子
規
ら
が
、
古
く
て
「
陳
腐
」
な

旧
派
を
批
判
す
る
形
で
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
革
新
に
つ
い
て
は
、

旧
派
の
「
月
並
調
」（

1
）

の
句
に
対
し
て
、
子
規
ら
が
「
新
奇
」
な
句
を
次
々

に
発
表
し
て
い
っ
た
と
い
う
点
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
子
規
は
そ
の
俳
句
革
新
に
お
い
て
、
過
去
の
俳
諧
伝
統
を
す
べ

て
捨
て
去
る
こ
と
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
子
規

は
、
古
句
を
学
び
、
そ
こ
か
ら
実
作
へ
の
手
が
か
り
を
掴
む
こ
と
を
説
い
て

い
る
。 

 

し
か
し
単
純
に
考
え
て
、
古
句
に
学
び
そ
れ
を
俳
句
の
実
作
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
は
、
「
古
人
の
類
句
」（

2
）

に
陥
り
「
陳
腐
」
な
句
を
生
む
危
険
が
あ

る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

で
は
、「
新
奇
」
を
生
む
た
め
に
古
句
に
学
ぶ
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
よ
う

な
手
法
を
と
る
必
然
性
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
子
規
は

古
俳
諧
か
ら
ど
の
よ
う
な
点
を
学
び
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 
本
稿
で
は
、
俳
句
実
作
者
に
対
し
、
古
句
を
読
む
こ
と
を
奨
励
す
る
子
規

の
発
言
に
焦
点
を
当
て
、
古
句
を
読
む
意
義
に
つ
い
て
、
子
規
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。 
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第
一
節 

俳
句
実
作
者
に
と
っ
て
の
古
句 

 
（
１
）
実
作
へ
の
古
句
の
活
用
法
そ
の
一
―
古
句
の
消
極
的
活
用
― 

 
 

子
規
は
、
『
俳
諧
大
要
』
（
明
治
三
二
年
一
月
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
発
行
所
刊
）

に
て
、
古
句
を
学
ぶ
こ
と
の
利
点
や
必
要
性
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

一
点
目
は
、「
修
学
第
一
期
」
つ
ま
り
俳
句
初
学
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で

あ
る
。 

  
 

 
 

一
古
句
を
半
分
位
窃
み
用
う
る
と
も
半
分
だ
け
新
ら
し
く
ば
苦
し
か
ら

ず
時
に
は
古
句
中
の
好
材
料
を
取
り
来
り
て
自
家
の
用
に
供
す
可
し

或
は
古
句
の
調
に
擬
し
て
調
子
の
変
化
を
も
悟
る
可
し 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
五 

修
学
第
一
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
八

年
一
一
月
一
一
日
） 

  

こ
こ
に
は
か
な
り
直
接
的
な
、
古
句
を
読
み
俳
句
実
作
に
還
元
す
る
方
法

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
古
句
を
半
分
位
盗
用
す
る
の
も
、
残
り
の
半
分
が
新
し
け
れ
ば
差

し
支
え
な
い
と
す
る
。
従
っ
て
、
時
に
は
古
句
の
中
か
ら
「
好
材
料
」
を
取

っ
て
き
て
自
分
の
句
に
用
い
る
の
も
良
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
古
句
の
調
」

に
似
せ
て
、「
調
子
の
変
化
」
を
も
悟
る
の
が
良
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た

り
は
、
特
に
初
学
の
俳
句
実
作
者
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
首
肯
し

や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

二
点
目
は
、
「
修
学
第
三
期
」
、
即
ち
俳
句
を
学
ぶ
上
で
最
後
に
し
て
終
わ

り
の
な
い
境
地
に
達
し
た
者
た
ち
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

一
俳
句
に
つ
き
て
陳
腐
と
新
奇
と
を
知
る
は
尤
も
必
要
な
り
陳
腐
と
新

奇
と
を
判
す
る
は
修
学
の
程
度
に
よ
り
て
其
範
囲
を
異
に
す
俳
句
を

見
る
事
愈
々
多
け
れ
ば
其
陳
腐
を
感
ず
る
こ
と
随
つ
て
多
か
る
べ
し

第
二
期
に
在
る
者
初
学
の
俳
句
を
見
れ
ば
只
其
陳
腐
な
る
を
見
る
第

三
期
に
在
り
て
第
二
期
を
見
る
亦
此
の
如
き
の
み
而
し
て
能
く
新
陳

両
者
の
区
別
を
知
る
に
は
多
く
俳
書
を
読
む
に
如
か
ず 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
七 

修
学
第
三
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
八

年
一
二
月
二
三
日
） 

 

子
規
は
、
俳
句
の
「
新
奇
」
と
「
陳
腐
」
の
区
別
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
、
俳
書
を
多
く
紐
解
き
、
俳
句
を
多
読
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
説
い
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
俳
句
に
お
け
る
「
陳
腐
」
と
「
新
奇
」
の
定
義
を
、
子
規
の
発
言

か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

  
 

 
 

○
問 

新
俳
句

○

○

○

と
月
並
俳
句

○

○

○

○

と
は
句
作
に
差
異
あ
る
べ
き
も
の
と
考
へ

ら
る
。
果
し
て
差
異
あ
ら
ば
新
俳
句
は
如
何
な
る
点
を
主
眼
と
し
月
並

句
は
如
何
な
る
点
を
主
眼
と
し
て
句
作
す
る
も
の
な
り
や
。 

 
 

 
 
 

答 
新
俳
句
と
は
新
派
俳
句
の
事
を
謂
ふ
か
。
新
派
に
も
種
々
あ
る

べ
く
我
尽
く
之
を
知
ら
ず
。
若
し
我
俳
句
に
就
き
て
言
は
ん
か
。
（
略
）
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第
二

○

○

、
我
は
意
匠
の
陳
腐
な
る
を
嫌
へ
ど
も
彼
は
意
匠
の
陳
腐
を
嫌
ふ

こ
と
我
よ
り
も
少
し
、
寧
ろ
彼
は
陳
腐
を
好
み
新
奇
を
嫌
ふ
傾
向
あ
り
。

例
へ
ば
『
黄
鳥
の
初
音
や
老
の
耳
果
報

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
…
…
蓬
宇
』
の
如
き
誰
が
聞
き

て
も
陳
腐
な
る
べ
き
を
此
老
俳
諧
師
は
今
更
の
や
う
に
作
れ
り
。
此
句

の
如
き
必
ず
し
も
類
句
を
挙
げ
て
而
し
て
後
始
め
て
其
陳
腐
を
知
る
者

に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
念
の
た
め
に
古
人
の
類
句
を
示
さ
ん
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

鶯
の
耳
に
順
ふ
今
年
か
な 

 
 

 

紹
巴 

 
 

 
 

 
 

 
 

鶯
や
耳
こ
れ
を
得
て
今
朝
の
春 

 

昌
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

鶯
や
耳
の
果
報
を
数
ふ
年 

 
 

 

梅
室 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

六
十
の
春 

 
 

 
 

 
 

 
 

鶯
に
耳
面
白
き
今
年
か
な 

 
 

 
乙
由 

 
 

 
 

の
如
き
あ
り
。
殊
に
梅
室
の
句
は
最
と
も
相
類
似
せ
る
を
見
る
。 

（
『
俳
句
問
答 

上
之
巻
』
（
明
治
三
四
年
一
二
月
、
俳
書
堂
・
金
尾
文

淵
堂
書
店
刊
）
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
九
年
七
月
二
七
日
） 

 

こ
こ
か
ら
は
、
「
陳
腐
」
な
句
と
は
、
「
古
人
の
類
句
」
、
「
相
類
似
せ
る
」
句

が
既
に
多
数
存
在
す
る
句
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。 

 

逆
を
言
え
ば
、
俳
句
の
「
新
奇
」
な
る
句
と
は
、「
古
人
の
類
句
」
が
限
り

な
く
少
な
い
か
、
存
在
し
な
い
句
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、『
俳
諧
大
要
』
に
て
「
修
学
第
三
期
」
の
も
の
た
ち
に
子
規

が
説
い
て
い
る
の
は
、「
古
人
の
類
句
」
ば
か
り
の
「
陳
腐
」
な
句
で
は
な
く
、

「
新
奇
」
な
句
を
作
る
た
め
に
は
、「
古
人
の
類
句
」
が
如
何
な
る
も
の
か
を

頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
で
き
る
だ
け
多
く
の
俳
書
を
繙
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
諒

解
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
俳
句
実
作
者
が
「
新
奇
」
な
句
を
生
む
た
め
に
、

古
句
を
学
ぶ
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
よ
う
な
手
法
を
と
る
必
然
性
が
見
て
取

れ
る
。 

 

以
上
二
点
、
子
規
の
指
摘
す
る
、
古
句
を
学
ぶ
利
点
や
必
要
性
を
確
認
し

て
き
た
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
二
点
だ
け
で
、
子
規
の
目
指
す
「
新
奇
」
な
俳
句
を

精
力
的
に
生
み
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
ず
、
俳
句
初
学
の
段
階
で
の
古
句
の
利
用
と
い
う
一
点
目
は
、
積
極
的

に
古
句
を
活
用
せ
よ
と
い
う
種
の
指
南
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
「
時
に
は
」

と
い
う
条
件
付
き
の
、
初
学
者
向
け
の
消
極
的
な
活
用
法
で
あ
っ
た
と
言
う

方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。 

 

続
く
二
点
目
は
、
俳
句
の
最
終
的
境
地
に
達
し
た
者
た
ち
に
対
し
て
、
同

類
句
に
陥
ら
な
い
た
め
の
、
い
わ
ば
確
認
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

の
必
要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、「
新
奇
」
な
作
品
を
生

む
た
め
の
古
句
の
積
極
的
活
用
と
は
言
い
が
た
い
。 

 

要
す
る
に
、
先
の
二
点
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
子
規
が
目
指
す
「
新
奇
」

な
俳
句
を
生
む
こ
と
に
直
接
的
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。 

 
で
は
反
対
に
、
古
句
を
読
む
こ
と
が
子
規
の
目
指
す
「
新
奇
」
な
俳
句
を

生
む
こ
と
に
積
極
的
に
つ
な
が
る
と
し
た
ら
、
子
規
は
ど
の
よ
う
な
活
用
法

を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。 
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（
２
）
実
作
へ
の
古
句
の
活
用
法
そ
の
二
―
古
句
の
積
極
的
活
用
― 

 
１
、
子
規
が
重
視
し
た
俳
書 

  

子
規
が
古
句
を
読
む
こ
と
を
薦
め
た
理
由
は
、
古
句
か
ら
そ
の
創
作
の
あ

り
方
を
学
び
取
る
こ
と
に
あ
る
。
実
は
古
句
に
は
、
そ
の
時
代
時
代
で
「
新

奇
」
な
作
品
が
多
く
存
在
す
る
。
で
は
、
そ
れ
ら
は
ど
こ
に
存
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
子
規
は
、『
俳
諧
大
要
』
お
よ
び
『
俳
句
問
答
』
に
て
、
俳
句
初
学

者
向
け
に
、
具
体
的
に
俳
諧
集
を
列
挙
し
紹
介
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

一
古
人
の
俳
句
を
読
ま
ん
と
な
ら
ば
総
じ
て
元
禄
明
和
安
永
天
明
の
俳

書
を
可
と
す
就
中
俳
諧
七
部
集
続
七
部
集
蕪
村
七
部
集
三
傑
集
な
ど

善
し
家
集
に
て
は
芭
蕉
句
集
（
何
本
に
て
も
善
け
れ
ど
玉
石
混
淆
し

居
る
故
注
意
す
可
し
）
去
来
発
句
集
丈
草
発
句
集
蕪
村
句
集
な
ど
を

読
む
可
し
但
し
い
づ
れ
も
多
少
は
悪
句
あ
る
を
免
れ
ず
中
に
も
尤
と

も
悪
句
少
な
き
は
猿
蓑
（
俳
諧
七
部
集
の
内
）
蕪
村
七
部
集
蕪
村
句

集
位
な
る
可
し
（
故
人
五
百
題
は
普
通
に
坊
間
に
行
は
れ
て
初
学
に

は
便
利
な
り
） 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
五 

修
学
第
一
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二

八
年
一
一
月
一
一
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
問 

俳
句
を
学
ば
ん
と
す
る
に
は
古
人
著
書
中
初
心
に
適
す
る
者
何

な
り
や
。 

 
 

 
 
 

答 

初
心
に
適
す
る
者
と
て
小
学
読
本
の
如
き
は
無
し
。
た
ま

〱

初
学
者
を
指
導
す
べ
き
た
め
に
作
り
た
る
書
（
苧
環
、
真
木
柱
の
如
き
）

無
き
に
あ
ら
ね
ど
全
く
邪
路
に
陥
り
て
或
は
文
学
以
外
に
度わ

た

り
た
り
と

覚
ゆ
る
処
少
か
ら
ず
。
此
等
は
読
む
べ
か
ら
ず
。
初
学
者
に
は
類
題
の

集
こ
そ
善
か
る
べ
け
れ
。
俳
諧
七
部
集
、
蕪
村
七
部
集
、
類
題
発
句
集
、

俳
諧
新
選
、
題
林
発
句
集
、
新
題
林
発
句
集
、
三
傑
集
、
故
人
五
百
題

等
先
づ
読
む
べ
き
書
な
り
。
各
家
の
集
も
漸
次
に
味
ふ
べ
し
。 

（
『
俳
句
問
答
』
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
九
年
七
月
二
九
日
） 

  

第
一
に
、
前
者
の
記
事
に
お
い
て
子
規
は
、
俳
句
初
学
者
に
は
「
元
禄
明

和
安
永
天
明
」
の
俳
書
が
適
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
元
禄
」
（
一
六
八
八

～
一
七
〇
四
）
は
芭
蕉
（
正
保
元
（
一
六
四
四
）
～
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
）

の
活
動
期
に
重
な
る
。
ま
た
、「
明
和
」（
一
七
六
四
～
一
七
七
二
）
、「
安
永
」

（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
）
、「
天
明
」（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
）
の
一
連
の

時
期
は
、
蕪
村
（
享
保
元
（
一
七
一
六
）
～
天
明
三
（
一
七
八
三
）
）
の
活
躍

期
と
重
な
っ
て
い
る
（

3
）
。 

 

第
二
に
、
後
者
の
記
事
か
ら
、
「
類
題
の
集
」
、
つ
ま
り
類
題
句
集
が
適
当

で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
「
各
家
の
集
」
、
つ
ま
り

俳
人
個
人
の
私
家
集
も
、
段
々
に
読
ん
で
い
く
こ
と
を
薦
め
て
い
る
。 

 
第
三
に
子
規
は
、
い
ず
れ
の
記
事
で
も
具
体
的
な
俳
書
名
を
挙
げ
て
初
学

者
に
薦
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
俳
書
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
以
下
、
二
つ
の
記
事
で
重
複
す
る
俳
書
を
中
心
に
、
各
俳
書
の
概

要
等
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。 
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２
、
子
規
が
初
学
者
の
た
め
に
挙
げ
た
俳
書
群
の
概
要 

 
①
「
俳
諧
七
部
集
」
と
「
続
七
部
集
」 

 

ま
ず
、
い
ず
れ
の
記
事
で
も
第
一
に
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
「
俳
諧
七
部

集
」
か
ら
見
て
い
き
た
い
。「
俳
諧
七
部
集
」
は
柳
居
（
貞
享
三
（
一
六
八
六
）

～
延
享
五
（
一
七
四
八
）
）
編
の
俳
諧
叢
書
『
俳
諧
七
部
集
』
を
指
す
。
子
規

は
『
俳
諧
七
部
集
』
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。 

  
 

 
 
 

俳
諧
七
部
集
と
い
ふ
書
あ
り
。
最
遍
く
坊
間
に
行
は
る
。
板
行
の
書

亦
五
六
種
よ
り
猶
多
か
る
べ
し
。
此
書
は
「
冬
の
日
」
「
春
の
日
」
「
ひ

さ
ご
」
「
あ
ら
野
」
「
猿
蓑
」
「
炭
俵
」
「
続
猿
蓑
」
の
七
部
を
合
巻
と
な

し
た
る
者
に
て
安
永
の
頃
よ
り
始
ま
り
し
事
に
や
。
其
後
寛
政
享
和
の

頃
続
七
部
集
及
び
七
部
集
拾
遺
出
で
文
政
十
一
年
に
新
七
部
集
を
出
だ

せ
り
。
其
外
天
明
以
後
に
は
其
角
七
部
集
蕪
村
七
部
集
樗
良
七
部
集
暁

台
七
部
集
枇
杷
園
七
部
集
道
彦
七
部
集
乙
二
七
部
集
今
七
部
集
等
続
々

出
で
た
れ
ば
此
等
に
対
し
て
俳
諧
七
部
集
を
芭
蕉
七
部
集
と
も
言
ふ
べ

き
か
。 

（
『
増
補
再
版
獺
祭
書
屋
俳
話
』（
明
治
二
八
年
九
月
、
日
本
新
聞
社
刊
）

よ
り
「
芭
蕉
雑
談
」
内
「
著
書
」
項
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二

六
年
一
二
月
二
四
日
） 

 加
藤
定
彦
は
こ
の
書
の
特
徴
を
、「
蕉
風
の
原
点
に
帰
る
べ
く
七
部
を
選
定
し
、

亀
鑑
と
し
た
も
の
」（
『
俳
文
学
大
辞
典
』「
俳
諧
七
部
集
」
項
）
と
紹
介
し
て

い
る
。 

 

そ
の
中
で
も
「
猿
蓑
」
は
去
来
・
凡
兆
編
に
よ
る
俳
諧
撰
集
で
あ
る
。
其

角
序
、
丈
草
跋
、
元
禄
四
年
刊
で
、『
俳
諧
七
部
集
』
の
第
五
に
当
た
る
。
阿

部
正
美
は
「
入
集
句
数
で
は
凡
兆
四
一
句
、
芭
蕉
四
〇
句
（
略
）
一
句
の
み

の
入
集
の
作
者
も
七
一
人
に
及
び
、
当
時
の
蕉
門
俳
家
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
る
。

（
略
）
編
者
二
人
の
背
後
に
は
芭
蕉
が
眼
を
光
ら
せ
て
お
り
、
句
の
選
を
厳

し
く
指
導
し
た
こ
と
は
、『
去
来
抄
』
に
伝
え
ら
れ
た
編
集
中
の
逸
話
な
ど
に

よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
」（
『
俳
文
学
大
辞
典
』「
猿
蓑
」
項
）
と
指
摘
し
て

お
り
、『
俳
諧
七
部
集
』
の
中
に
お
い
て
も
芭
蕉
の
影
響
の
特
に
濃
い
書
で
あ

る
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

「
続
七
部
集
」
は
闌
更
（
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
～
寛
政
一
〇
（
一
七

九
八
）
）
編
の
俳
諧
撰
集
『
俳
諧
続
七
部
集
』（

4
）

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

山
本
和
明
に
よ
れ
ば
、
「
『
俳
諧
七
部
集
』
に
は
、
芭
蕉
の
連
句
未
収
の
『
は

る
の
日
』
を
含
む
な
ど
七
部
集
と
呼
ぶ
に
不
合
理
な
点
が
あ
る
と
し
、
こ
れ

に
対
し
不
合
理
を
正
し
た
新
し
い
七
部
集
を
編
む
意
図
を
も
っ
て
編
ま
れ
た

も
の
」（
『
俳
文
学
大
辞
典
』「
俳
諧
続
七
部
集
」
項
）
で
あ
り
、
や
は
り
蕉
風

の
俳
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

②
「
蕪
村
七
部
集
」 

 
「
蕪
村
七
部
集
」
と
は
、
菊
舎
太
兵
衛
ほ
か
編
の
俳
諧
撰
集
『
蕪
村
七
部

集
』
で
あ
る
。
中
野
沙
惠
は
「
几
董
編
『
其
雪
影
』『
あ
け
が
ら
す
』（
『
あ
け

烏
』
）
、
蕪
村
編
『
一
夜
四
唫
』（
『
此
ほ
と
り
』
）『
花
鳥
篇
』
、
几
董
編
『
桃
李
』

（
『
も
ゝ
す
も
ゝ
』
）『
続
あ
け
が
ら
す
』『
続
四
歌
仙
』（
『
続
一
夜
四
可
仙
』
）
、
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維こ
れ

駒こ
ま

編
『
五
車
反
古

ほ

う

ぐ

』
の
八
部
を
収
め
、（
略
）
蕪
村
関
係
の
主
要
な
撰
集
は

入
っ
て
い
る
」
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』
「
蕪
村
七
部
集
」
項
）
と
す
る
。 

 

「
三
傑
集
」
は
車
蓋
編
の
俳
諧
句
集
『
発
句
三
傑
集
』（

5
）

を
指
し
、
こ
こ

で
の
「
三
傑
」
と
は
、
闌
更
、
暁
台
（
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
～
寛
政
四

（
一
七
九
二
）
）
、
蓼
太
（
享
保
三
（
一
七
一
六
）
～
天
明
七
（
一
七
八
七
）
）

の
三
俳
人
で
あ
る
。 

 

闌
更
は
「
蕉
風
復
興
を
志
し
」
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』
田
中
善
信
「
闌
更
」

項
）
、
先
出
の
『
俳
諧
続
七
部
集
』
を
編
ん
だ
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

 

暁
台
は
、「
は
じ
め
伊
勢
派
・
美
濃
派
の
俳
諧
を
学
び
、
平
俗
な
小
理
屈
の

作
風
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
芭
蕉
に
学
び
、
蕉
風
復
興
を
志
し
、
特
に
芭
蕉

の
『
冬
の
日
』
の
時
期
の
作
風
を
慕
い
、
高
雅
な
詩
趣
を
示
し
て
中
興
俳
諧

の
一
翼
を
担
っ
た
」
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』
山
下
一
海
「
暁
台
」
項
）
と
評
さ

れ
る
人
物
で
あ
る
。 

 

蓼
太
の
「
俳
風
は
、
師
吏
登
の
所
説
を
受
け
て
芭
蕉
晩
年
の
炭
俵
風
を
基

調
と
し
」
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』
加
藤
定
彦
「
蓼
太
」
項
）
た
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
三
者
い
ず
れ
も
蕉
風
復
興
を
志
し
て
い
る
点
が
共
通
し

て
い
る
。 

 

③
「
各
家
の
集
」
と
「
故
人
五
百
題
」 

 

「
各
家
の
集
」
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。「
芭
蕉
句
集
」
は
、
土
芳
編
『
蕉

翁
句
集
』
ほ
か
多
数
存
す
る
芭
蕉
の
句
集
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、「
何
本
に

て
も
善
け
れ
ど
玉
石
混
淆
し
居
る
故
注
意
す
可
し
」
と
注
意
書
き
が
あ
る
。 

 

「
去
来
発
句
集
丈
草
発
句
集
」
は
一
般
に
、
蝶
夢
（
享
保
一
七
（
一
七
三

二
）
～
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
）
編
『
去
来
発
句
集
』（

6
）

と
呼
ば
れ
る
俳
諧

句
集
で
あ
る
。 

 

「
蕪
村
句
集
」
は
几
董
編
『
蕪
村
句
集
』（

7
）

を
指
す
。「
『
蕪
村
自
筆
句
帳
』

よ
り
八
六
八
句
を
選
び
、
ほ
ぼ
四
季
類
題
別
に
改
編
」
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』

尾
形
仂
「
蕪
村
句
集
」
項
）
し
た
も
の
で
、
蕪
村
の
家
集
に
し
て
類
題
句
集

で
も
あ
る
書
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
故
人
五
百
題
」
は
松
露
庵
烏
明

う

め

い

編
、
亀
足
・
瓜
州

か
し
ゆ
う

校
の
俳
諧
撰
集
『
故

人
五
百
題
』（

8
）

で
、
広
く
流
布
し
た
類
題
句
集
で
あ
る
。 

 

④
子
規
が
俳
句
初
学
者
に
薦
め
た
俳
書
の
特
徴 

 

二
つ
の
子
規
の
記
述
か
ら
、
子
規
が
俳
句
初
学
の
者
に
対
し
、
読
む
の
を

認
め
た
書
物
の
条
件
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。 

 

第
一
に
、
芭
蕉
や
蕪
村
の
活
動
期
の
俳
書
で
あ
る
こ
と
。 

 

第
二
に
、
そ
の
中
で
も
、
柳
居
編
『
俳
諧
七
部
集
』
、
闌
更
編
『
俳
諧
続
七

部
集
』
、
菊
舎
太
兵
衛
ほ
か
編
『
蕪
村
七
部
集
』
、
車
蓋
編
『
発
句
三
傑
集
』
、

土
芳
編
『
蕉
翁
句
集
』
な
ど
芭
蕉
の
家
集
、
几
董
編
『
蕪
村
句
集
』
な
ど
を

読
む
べ
き
だ
と
す
る
こ
と
。 

 

第
三
に
、
そ
の
中
で
も
「
悪
句
」
が
少
な
い
の
は
、
去
来
・
凡
兆
編
『
猿

蓑
』
、
『
蕪
村
七
部
集
』
、
『
蕪
村
句
集
』
で
あ
る
こ
と
。 

 
こ
こ
に
名
の
上
が
る
俳
書
は
い
ず
れ
も
、
芭
蕉
と
蕪
村
の
活
動
期
と
の
重

な
り
を
追
求
し
て
い
る
点
に
共
通
項
が
見
ら
れ
る
。
特
に
芭
蕉
に
関
し
て
は
、

選
集
に
芭
蕉
が
強
く
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
『
猿
蓑
』
を
最
良
の
書
の
一

つ
に
挙
げ
る
な
ど
、
強
い
蕉
風
追
求
の
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
。
具
体
的
に
名
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前
の
挙
が
っ
た
俳
書
か
ら
、
蕪
村
に
関
す
る
俳
書
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
蕉

風
俳
諧
お
よ
び
蕉
風
復
興
を
志
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

さ
ら
に
第
四
と
し
て
、
子
規
は
松
露
庵
烏
明

う

め

い

編
『
故
人
五
百
題
』
が
、
市

中
に
広
く
流
布
し
て
い
て
、
俳
句
の
初
学
の
者
に
は
都
合
が
良
い
と
し
て
い

る
。 

 

こ
の
第
四
を
わ
ざ
わ
ざ
付
し
た
背
景
と
し
て
は
、『
故
人
五
百
題
』
の
内
容

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
悪
句
」
の
少
な
い
俳
書
と
し
て
挙
げ
た
『
猿
蓑
』『
蕪

村
七
部
集
』
『
蕪
村
句
集
』
の
う
ち
、
特
に
、
『
蕪
村
句
集
』
が
、
明
治
二
八

年
の
時
点
で
は
ま
だ
殆
ど
流
布
し
て
お
ら
ず
、
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ

た
と
い
う
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

３
、
『
俳
諧
七
部
集
』
な
ど
を
重
視
し
た
理
由 

  

さ
て
、
子
規
が
画
家
蕪
村
を
俳
人
と
し
て
「
再
発
見
」
し
、
称
揚
し
た
こ

と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
（

9
）
。 

他
方
、
芭
蕉
に
関
し
て
は
、
子
規
が
芭
蕉
を
強
く
批
判
し
た
、
あ
る
い
は
、

芭
蕉
と
代
え
る
形
で
蕪
村
を
称
揚
し
た
と
す
る
先
行
研
究
も
確
認
さ
れ
た

（

10
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
規
が
俳
句
初
学
者
に
対
し
、
蕉
風
俳
諧
や
蕉
風

復
興
を
志
し
た
俳
書
を
薦
め
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。 

 

子
規
は
「
俳
諧
大
要
」「
修
学
第
一
期
」
の
冒
頭
で
、
俳
句
初
学
者
に
対
し
、

次
の
よ
う
に
指
南
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

一
俳
句
を
も
の
せ
ん
と
思
は
ゞ
思
ふ
ま
ゝ
を
も
の
す
べ
し
巧
を
求
む
る

莫
れ
拙
を

蔽
（
お
ほ
）

ふ
莫
れ
他
人
に
恥
か
し
が
る
莫
れ 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
五 

修
学
第
一
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
八

年
一
一
月
一
日
） 

 

こ
こ
で
子
規
は
、
俳
句
初
学
者
に
対
し
、
俳
句
を
「
思
ふ
ま
ゝ
」
に
詠
め
と

言
っ
て
い
る
。
で
は
、
俳
句
を
「
思
ふ
ま
ゝ
」
に
詠
む
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
。 

  
 

 
 

一
初
学
の
人
俳
句
を
解
す
る
に
作
者
の
理
想
を
探
ら
ん
と
す
る
者
多
し

然
れ
ど
も
俳
句
は
理
想
的
の
者
極
め
て
稀
に
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠

み
た
る
者
最
も
多
し
而
し
て
趣
味
は
却
て
後
者
に
多
く
存
す
例
へ
ば 

 
 

 
 
 

 
 

 

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音 

 
 

芭
蕉 

 
 

 
 

 
 

と
い
ふ
句
を
見
て
作
者
の
理
想
は
閑
寂
を
現
は
す
に
あ
ら
ん
か
禅
学

上
悟
道
の
句
な
ら
ん
か
或
は
其
他
何
処
に
か
あ
ら
ん
な
ど
ゝ
穿

鑿

（
せ
ん
さ
く
）

す
る
人
あ
れ
ど
も
そ
れ
は
只
だ
其
儘
の
理
想
も
何
も
無
き
句
と
見
る

可
し
古
池
に
蛙
が
飛
び
こ
ん
で
キ
ヤ
ブ
ン
と
音
の
し
た
の
を
聞
き
て

芭
蕉
が
し
か
く
詠
み
し
も
の
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

稲
妻
や
き
の
ふ
は
東
け
ふ
は
西 

 
 

 
 

 
 

と
い
ふ
は
諸
行
無
常
的
の
理
想
を
含
め
た
る
も
の
に
て
俗
人
は
之
を

佳
句
の
如
く
思
ひ
も
て
は
や
せ
ど
も
文
学
と
し
て
は
一
文
の
価
値
無

き
も
の
な
り 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
五 

修
学
第
一
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
八

年
一
一
月
一
一
日
） 
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俳
句
初
学
者
が
句
を
読
む
と
き
、
と
か
く
句
に
込
め
ら
れ
た
「
理
想
」
を
追

究
し
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
は
「
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠
み
た
る
」
句
が
最

も
多
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
句
の
方
に
「
趣
味
」
が
多
い
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
、「
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠
」
む
姿
勢
こ
そ
、
芭
蕉
の
俳
諧
に
子
規
が
認

め
た
「
新
奇
」
な
句
を
生
む
可
能
性
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
と
同
時
に
、

俳
句
初
学
者
に
子
規
が
求
め
た
、
実
作
の
姿
勢
で
は
な
か
っ
た
か
。 

 

復
本
一
郎
は
、「
子
規
は
、
芭
蕉
句
を
、
あ
く
ま
で
も
自
己
と
の
か
か
わ
り

に
お
い
て
の
み
作
ら
れ
る
類

た
ぐ
い

の
「
記
実
」
の
句
だ
と
評
し
て
い
る
。
逆
の
視

点
よ
り
見
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
芭
蕉
俳
句
の
特
色
と
し
て
指
摘
し
得
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
記
実
」
と
は
、
「
写
生
」
「
写
実
」
「
あ
り
の
ま
ま
」
等

と
一
般
で
あ
る
」（

11
）

と
述
べ
て
い
る
。 

 

さ
て
こ
の
、「
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠
」
む
と
い
う
姿
勢
は
、
し
ば
し
ば
子

規
に
よ
っ
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

○
俳
句
は
短
し
、
故
に
天
然
を
写
し
て
も
詳
細
な
る
を
得
さ
る
程
な
れ

は
況
し
て
修
飾
を
施
す
へ
き
余
地
少
し
、
俳
句
は
簡
に
し
て
尽
さ
ん

と
す
る
必
要
よ
り
美
の
最
も
多
き
部
分
の
み
を
取
り
其
他
醜
な
る
者

と
不
要
な
る
者
と
美
の
少
き
者
と
は
之
を
捨
つ
る
の
已
む
を
得
さ
る

に
至
る
、
さ
れ
は
故
意
に
修
飾
を
為
さ
す
と
も
自
然
と
修
飾
を
為
し

た
る
訳
な
り
、
い
よ

〱
以
て
俳
句
は
実
景
を
写
さ
ん
と
心
か
く
へ

し
、
実
景
を
写
す
た
め
に
形
勝
を
採
り
山
水
に
遊
ふ
は
佳
句
を
得
る

第
一
良
法
な
り
、
芭
蕉
か
越
後
の
出
雲
崎
に
出
て
佐
渡
を
望
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ら
海
や
佐
渡
に
横
た
ふ
天
の
川 

 
 

芭
蕉 

 
 

 
 

 
 

と
詠
し
た
る
は
実
景
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
て
し
か
も
成
功
し
た
る
者

な
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

畑
打
の
は
る
か
に
一
人
二
人
か
な 

 
 

行
露 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

子
を
つ
れ
て
岩
に
ふ
り
向
く
雉
子
か
な 

魚
光 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鶯
や
枝
か
ら
枝
へ
鳴
き
な
か
ら 

 
 

 

柏
舟 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

若
草
の
中
行
く
水
の
小
鮠
か
な 

 
 

 

快
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鼻
紙
の
間
に
萎
む
菫
か
な 

 
 

 
 

 

そ
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

麓
迄
下
り
れ
ば
花
の
夕
か
な 

 
 

 
 

敬
止 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
地
蔵
筒
一
ぱ
い
の
つ
ゝ
し
か
な 

 
 

嘯
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
澄
ん
で
籾
の
芽
青
し
苗
代
田 

 
 

 

支
考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

凧
ひ
か
へ
て
渡
る
小
川
か
な 

 
 

 
 

舎
羅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
手
洗
の
木
の
葉
の
中
の
蛙
か
な 

 
 

好
葉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
松
引
真
白
に
細
き
か
ひ
な
か
な 

 
 

滄
波 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
り
向
け
ば
灯
と
ぼ
す
関
や
夕
霞 

 
 

太
祗(

マ
マ) 

 
 

 
 

 
 

の
如
き
も
皆
実
景
実
事
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
写
し
た
る
の
み
に
て
殆
ん

ど
修
飾
を
加
え
ざ
る
処
に
天
然
の
美
の
発
揮
せ
ら
れ
た
る
を
見
る
、 

 
 

 
 

 
 

（
「
俳
諧
反
故
籠
」
初
出
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
第
二
号
、
明
治
三
〇
年
二

月
一
五
日
） 

  
 

 
 

 
 
 

豪
壮
に
非
ず
華
麗
に
非
ず
奇
抜
な
る
に
も
非
ず
滑
稽
な
る
に
も
非

ず
、
は
た
格
調
の
新
奇
な
る
に
も
非
ず
、
只
一
瑣
事
一
微
物
を
取
り

其
実
景
実
情
を
あ
り
の
儘
に
言
ひ
放
し
て
猶
幾
多
の
趣
味
を
含
む
者

に
は 
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五
月
雨
や
色
紙
へ
ぎ
た
る
壁
の
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
ゝ
れ
蟹
足
這
ひ
上
る
清
水
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海
士
が
家
は
小
海
老
に
ま
じ
る
い
と
ゞ
哉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ひ
い
と
嗚
く
尻
声
悲
し
夜
の
鹿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
茸
や
知
ら
ぬ
木
の
葉
の
へ
ば
り
付
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

橙
や
伊
勢
の
白
子
の
店
ざ
ら
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

行
秋
の
猶
頼
の
も
し
や
青
蜜
柑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鞍
壺
に
小
坊
主
の
る
や
大
根
引 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

塩
鯛
の
歯
茎
も
寒
し
魚
の
棚 

 
 

 
 

 

の
如
き
あ
り
。 

（
『
獺
祭
書
屋
俳
話
増
補
』
よ
り
「
芭
蕉
雑
談
」
内
「
各
種
の
佳
句
」
項
。

初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
六
年
一
二
月
二
〇
日
） 

 

以
上
の
記
事
の
よ
う
に
、
子
規
は
、「
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠
」
ん
で
い
る
句

を
、「
実
景
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
て
」
、「
実
景
実
事
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
写
し
た

る
の
み
に
て
」
、
「
其
実
景
実
情
を
あ
り
の
儘
に
言
ひ
放
し
て
」
と
言
葉
を
換

え
、
繰
り
返
し
賞
賛
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
詠
む
た

め
の
手
段
と
し
て
、「
実
景
を
写
す
た
め
に
形
勝
を
採
り
山
水
に
遊
ふ
は
佳
句

を
得
る
第
一
良
法
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
、「
実
景
を
写
す
た
め
に
形
勝
を
採
り
山
水
に
遊
」
ぶ
こ
と
を
、
旅
を

以
て
実
践
し
た
芭
蕉
に
つ
い
て
、
子
規
は
、「
芭
蕉
は
好
ん
で
山
河
を
跋
渉
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
る
を
以
て
実
験
上
亦
夥
多
の
好
題
目
を
得
た
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」（

12
）

と
評
価
し
て
い
る
。 

 

 
 

 
 

○
実
景
を
直
写
し
た
る
句
は
、
言
は
ゞ
立
案
者
造
化
、
句
作
者
俳
人
某

と
も
い
ふ
べ
き
者
に
し
て
、
趣
向
立
て
の
上
に
は
毫
も
作
者
の
手
柄

無
し
、（
其
景
を
選
り
出
し
た
る
だ
け
が
手
柄
な
り
）
故
に
世
人
も
之

を
貴
は
ぬ
者
多
く
作
者
自
身
も
亦
其
価
値
を
知
ら
ぬ
こ
と
屢
な
り
、

然
れ
ど
も
多
く
作
り
屢
誦
し
月
を
経
、
年
を
重
ね
た
る
後
再
び
之
を

見
る
べ
し
、
必
ず
実
景
的
の
句
の
趣
味
深
き
を
知
ら
ん
、
空
想
を
凝

ら
し
て
得
た
る
句
は
其
当
時
は
無
上
の
名
句
と
感
ず
る
も
、
一
年
二

年
を
経
て
後
に
之
を
誦
す
れ
ば
嘔
吐
を
催
す
べ
き
者
少
な
か
ら
ず
、

這
般
の
事
は
理
窟
を
並
べ
て
論
ぜ
ん
よ
り
実
際
に
就
き
て
試
験
す
る

が
近
道
な
り
、 

 
 

 
 

（
「
俳
諧
反
故
籠
」
初
出
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
第
二
号
、
明
治
三
〇
年
二
月

一
五
日
） 

  
 

 
 

一
俳
書
を
読
む
を
以
て
満
足
せ
ば
古
人
の
糟
糠
を
嘗
む
る
に
過
ぎ
ざ
る

べ
し
古
句
以
外
に
新
材
料
を
探
討
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
新
材
料
を
得
べ

き
歴
史
地
理
書
等
之
を
読
む
べ
し
若
し
能
ふ
べ
く
ん
ば
満
天
下
を
周

遊
し
て
新
材
料
を
造
化
よ
り
直
接
に
取
り
来
れ 

 
 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
七 

修
学
第
三
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
八

年
一
二
月
二
三
日
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

○
実
景
よ
り
句
を
得
ん
と
欲
し
な
ば
何
時
に
て
も
歩
行

あ

る

く
べ
し
何
処
へ

で
も
い
く
へ
し
、
俗
人
は
旅
行
物
見
は
春
を
善
し
と
す
と
言
ひ
、
所
謂

風
流
人
は
行
脚
散
歩
は
秋
に
限
り
た
り
と
言
ふ
、
是
れ
詩
趣
を
解
せ
ぬ
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な
り
、
俳
句
を
得
ん
と
す
る
に
は
春
も
夏
も
秋
も
冬
も
一
様
に
宜
し
く

敢
て
甲
乙
を
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
す
、
俗
人
は
名
所
見
物
と
て
京
、
江
戸
、

宮
島
、
日
光
な
ど
へ
行
く
こ
と
を
喜
び
所
謂
風
流
人
は
歌
枕
を
探
る
と

か
山
水
に
傲マ

マ

遊
す
る
と
か
称
へ
て
須
磨
、
奈
良
に
遊
び
富
士
、
妙
義
に

上
る
を
好
む
、
此
等
の
処
固
よ
り
詩
趣
無
き
に
あ
ら
ね
ど
詩
趣
は
此
等

の
処
に
限
る
に
あ
ら
す
、
詩
趣
は
地
球
の
上
、
雲
霧
の
外
、
見
る
処
、

到
る
処
に
満
ち

〱
た
り
、 

 
 

（
「
俳
諧
反
故
籠
」
初
出
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
第
二
号
、
明
治
三
〇
年
二
月

一
五
日
） 

 

か
つ
て
芭
蕉
が
旅
を
し
、「
形
勝
を
採
り
山
水
に
遊
」
ん
で
佳
句
を
得
た
よ
う

に
、
俳
句
実
作
者
に
対
し
て
、
「
実
景
を
直
写
し
た
る
句
」
を
作
る
こ
と
や
、

「
実
景
よ
り
句
を
得
」
る
こ
と
を
、
子
規
は
奨
励
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
言
説
の
中
で
、「
造
化
」
と
い
う
、
芭
蕉
の
言
説
の
影
響
と
も
と
れ
る
語
を

使
用
し
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

要
す
る
に
、
子
規
は
、
俳
句
革
新
の
方
向
性
や
方
法
論
を
蕉
風
俳
諧
か
ら

汲
み
取
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
蕉
風
俳
諧
の
側
か
ら
言
え
ば
、

蕉
風
俳
諧
が
、
子
規
の
俳
句
革
新
の
方
向
性
や
方
法
論
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

４
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
と
、
見
た
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
表

現
す
る
こ
と 

 

 

芭
蕉
や
蕉
風
俳
諧
が
、
子
規
の
俳
句
革
新
に
対
し
て
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、

議
論
は
、
蕉
風
俳
諧
が
俳
句
革
新
の
方
向
性
や
方
法
論
に
資
し
た
と
い
う
に

と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。 

 

つ
ま
り
、
蕉
風
俳
諧
が
子
規
の
目
指
し
た
「
新
奇
」
な
句
の
実
作
に
、
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
子
規
の
古
句
研
究
が
「
新

奇
」
な
句
の
実
作
に
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
た
か
の
議
論
ま
で
は
、
至
っ
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
点
、
即
ち
、
蕉
風
俳
諧
な
ど
子
規
が
読
む
こ
と
を
推
奨
し
た
古
句
の
、

具
体
的
か
つ
積
極
的
な
活
用
法
に
言
及
し
た
先
行
研
究
は
、
あ
ま
り
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
本
項
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、「
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠
」
む
と
、
こ
こ
ま
で
繰
り
返
し
て
き

た
が
、
そ
こ
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
段
階
が
存
在
す
る
。
第
一
段
階
は
、

事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
で
あ
り
、
続
く
第
二
段
階
は
、
見
た
事
物

を
あ
り
の
ま
ま
に
言
葉
で
表
現
し
、
俳
句
の
形
に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
で
あ

る
。 

  
 

 
 

○
俳
句
を
作
る
時
に
古
句
の
中
よ
り
趣
向
を
得
来
ら
ん
と
す
る
も
の
多

し
。
古
句
を
見
る
は
善
き
こ
と
な
れ
ど
も
之
に
の
み
執
着
す
る
時
は
陳

腐
な
る
趣
向
を
生
じ
易
し
。
古
句
は
参
考
の
た
め
に
読
む
の
み
と
し
て

趣
向
は
実
景
実
物
を
見
て
考
え
起
す
べ
し
。
必
ず
新
し
き
趣
向
を
得
ん
。 

（
「
俳
諧
反
故
籠
」
初
出
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
第
一
号
、
明
治
三
〇
年
一
月
一

五
日
） 
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こ
こ
で
も
や
は
り
「
趣
向
は
実
景
実
物
を
見
て
考
え
起
す
べ
し
」
と
、「
実
景

実
事
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
写
」
す
こ
と
や
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
詠
む
こ
と

と
多
分
に
重
な
る
内
容
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
古
句
は
参
考
の

た
め
に
読
む
の
み
と
し
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
文
脈
か
ら
、
句
作
の

「
参
考
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
句
作
の
「
参
考
」
と
い
う
こ
と
は
即
ち
、

「
趣
向
」
を
「
実
景
実
物
を
見
て
考
え
起
」
し
た
句
を
詠
む
参
考
に
せ
よ
と

の
意
味
で
あ
る
と
と
れ
る
。
要
す
る
に
、
古
句
を
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に

詠
ん
だ
句
を
作
る
参
考
に
せ
よ
と
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
に
言
葉
で
表

現
す
る
こ
と
に
は
、
乖
離
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
「
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に

表
現
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
絵
画
の
よ
う
に
カ
ン
バ
ス
の
上
で
画
材
を

使
っ
て
表
現
す
る
の
と
、
紙
に
文
字
で
書
き
付
け
て
表
現
す
る
の
で
は
、
同

じ
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
初
学
者
が
、
目
に
し
た
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
言

葉
で
表
現
す
る
に
は
、
実
践
の
手
本
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
蕉
風
俳
諧

は
、
こ
の
溝
を
埋
め
る
の
に
格
好
の
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

第
一
に
、
芭
蕉
の
句
は
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
詠
ん
で
い
る
点
に
「
新

奇
」
な
句
を
生
む
可
能
性
が
存
す
る
と
、
子
規
は
評
価
し
て
い
た
。 

 

第
二
に
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
詠
ん
だ
句
を
実
際
に
作
る
こ
と
に
お
い

て
、
芭
蕉
や
蕉
風
の
数
多
の
句
の
中
に
は
、
そ
の
手
本
と
な
り
う
る
も
の
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
、
子
規
は
考
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

  

第
二
節 

旧
派
俳
諧
の
あ
り
方 

 
 

そ
れ
で
は
、
子
規
の
俳
句
革
新
に
お
い
て
批
判
の
対
象
と
さ
れ
た
旧
派
の

句
は
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
俳
諧
大
要
』
に

お
い
て
、
子
規
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

 
 

一
月
並
風
に
学
ぶ
人
は
多
く
初
め
よ
り
巧
者
を
求
め
婉
曲
を
主
と
す
宗

匠
亦
此
方
よ
り
導
く
故
に
終
に
小
細
工
に
落
ち
て
活
眼
を
開
く
時
無

し
初
心
の
句
は
独
活
の
大
木
の
如
き
を
尊
ぶ
独
活
は
庭
木
に
も
な
ら

ず
と
て
宗
匠
達
は
無
理
に
ひ
ね
く
り
た
る
松
な
ど
を
好
む
め
り
尤
も

箱
庭
の
中
に
て
俳
句
を
も
の
せ
ん
と
な
ら
ば
そ
れ
に
て
も
好
し
然
り

宗
匠
の
俳
句
は
箱
庭
的
な
り
併
し
俳
句
界
は
か
ゝ
る
窮
屈
な
る
者
に

非
ず 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
五 

修
学
第
一
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
八

年
一
一
月
一
日
） 

 

旧
派
の
句
は
、「
初
め
よ
り
巧
者
を
求
め
婉
曲
を
主
と
す
」
る
も
の
で
、
旧
派

宗
匠
た
ち
は
そ
こ
を
起
点
と
し
て
俳
句
初
学
者
を
指
導
す
る
が
故
に
、
旧
派

に
学
ぶ
人
々
は
「
終
に
小
細
工
に
落
ち
て
活
眼
を
開
く
時
」
が
無
い
と
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
子
規
の
旧
派
批
判
の
表
現
は
、
先
に
引
用
し
た
『
俳
諧
大

要
』
「
修
学
第
一
期
」
の
冒
頭
文
の
「
巧
を
求
む
る
莫
れ
拙
を

蔽
（
お
ほ
）

ふ
莫
れ
」

に
対
応
す
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

要
す
る
に
、
旧
派
の
句
は
、
対
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
も
、
そ
れ
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を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
す
る
こ
と
も
な
く
、
技
巧
に
走
り
、
か
つ
型
に
は
ま

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
、
子
規
は
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
作
品
は
、
過
去
の
発
句
の
表
現
や
趣
向
を
そ
の
ま
ま
に
利
用

し
た
も
の
で
、
過
去
の
作
品
の
模
倣
の
域
を
出
な
い
。
む
し
ろ
、
模
倣
の
域

を
出
な
い
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
古
人
の

作
っ
た
「
箱
庭
」
の
よ
う
な
仮
構
の
中
で
、「
無
理
に
ひ
ね
く
り
た
る
松
な
ど
」

の
よ
う
な
人
工
物
を
趣
向
と
し
て
重
ん
じ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
巧
み
で
婉
曲
的

な
古
人
の
言
語
表
現
を
ま
ね
て
表
現
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
理
屈
の
上
で
は

当
然
な
が
ら
、
反
復
的
な
趣
向
を
持
っ
た
、
反
復
的
な
言
語
表
現
の
句
ば
か

り
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。 

 

子
規
は
、
「
宗
匠
の
俳
句
は
箱
庭
的
な
り
」
と
し
た
上
で
、
「
併
し
俳
句
界

は
か
ゝ
る
窮
屈
な
る
者
に
非
ず
」
、
つ
ま
り
、
俳
句
の
世
界
は
、
「
箱
庭
」
に

喩
え
ら
れ
る
よ
う
な
窮
屈
な
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
箱
庭
的
」
な

句
に
対
置
さ
れ
る
も
の
が
「
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠
」
ん
だ
句
で
あ
る
と
す

る
と
、
論
は
よ
り
明
確
に
な
る
。 

 

句
作
の
第
一
段
階
に
お
い
て
、
旧
派
が
、
古
人
の
作
り
出
し
た
「
箱
庭
」

の
よ
う
な
仮
構
の
中
で
句
作
を
は
じ
め
る
の
に
対
し
、
子
規
は
、「
造
化
」
が

作
り
出
し
た
「
実
景
」
の
中
で
句
作
を
始
め
る
の
が
、「
佳
句
を
得
る
第
一
良

法
」
で
あ
る
と
す
る
。 

 

続
く
第
二
段
階
に
お
い
て
、
旧
派
が
「
無
理
に
ひ
ね
く
り
た
る
松
な
ど
」

の
よ
う
な
人
工
物
を
趣
向
と
し
て
重
ん
じ
る
の
に
対
し
、
子
規
は
「
趣
向
は

実
景
実
物
を
見
て
」
考
え
起
こ
せ
と
訴
え
る
。 

 

第
三
段
階
に
お
い
て
、
事
物
を
見
る
姿
勢
に
お
い
て
、
旧
派
は
古
人
が
作

り
出
し
、
反
復
的
に
継
承
し
て
き
た
も
の
の
見
方
で
対
象
を
捉
え
よ
う
と
す

る
こ
と
を
良
し
と
す
る
の
に
対
し
、
子
規
は
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る

こ
と
を
推
奨
し
た
。 

 

そ
し
て
第
四
段
階
に
お
い
て
、
言
語
表
現
に
お
い
て
、
旧
派
が
古
人
の
作

り
出
し
た
巧
み
で
婉
曲
的
で
、
か
つ
そ
れ
ら
の
型
に
は
ま
っ
た
表
現
を
重
視

す
る
の
に
対
し
、
子
規
は
、
事
物
を
見
た
ま
ま
に
言
葉
で
表
現
せ
よ
と
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
旧
派
の
句
が
、
仮
構
の
中
の
、
人
工
物
を
、

古
来
の
伝
統
的
な
も
の
の
捉
え
方
で
捉
え
、
さ
ら
に
伝
統
的
か
つ
反
復
的
な

表
現
で
言
語
化
す
る
と
い
う
、
尻
す
ぼ
ま
り
の
よ
う
な
形
で
形
成
さ
れ
て
い

く
過
程
が
見
て
取
れ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
子
規
の
提
唱
す
る
「
新
奇
」
な
句
の
作
り
方
は
、
箱
庭
を

出
て
「
造
化
」
の
中
に
い
く
ら
も
存
す
る
事
物
を
、
あ
る
が
ま
ま
に
見
て
捉

え
、
さ
ら
に
伝
統
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
あ
る
が
ま
ま
に
言
葉
で
表
現
す

る
と
い
う
、
末
広
が
り
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
こ
の
裾
野
の
広
が
り
が
、「
新
奇
」
な
句
を
生
む
と
、
子
規
は
考
え

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

第
三
節 

事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
と

「
即
景
」 

  

第
一
に
、
野
山
を
逍
遙
し
て
、「
造
化
」
か
ら
「
趣
味
」
や
「
趣
向
」
を
採

っ
て
く
る
こ
と
。 

第
二
に
、
採
っ
て
き
た
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
言



現代社会文化研究 No.75 2022年 11月 

 (13) 

葉
で
表
現
す
る
こ
と
。 

子
規
が
芭
蕉
や
蕉
風
俳
諧
に
以
上
の
よ
う
な
姿
勢
を
看
取
し
、
こ
れ
を
評

価
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
蕉
風
俳
諧
か
ら
子
規
が
俳

句
革
新
の
方
向
性
や
具
体
的
手
法
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
て
き
た
も
の
と
考
察

し
た
。 

 

で
は
、
子
規
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
俳
句
革
新
の
方
向
性
や
具
体
的
手
法

を
、
ど
の
よ
う
に
俳
句
実
作
に
還
元
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
こ
で
は
芭
蕉
が
旅
を
し
て
「
造
化
」
に
「
趣
味
」
や
「
趣
向
」
を
求
め

た
こ
と
を
参
考
に
、
子
規
の
紀
行
文
と
俳
句
を
材
料
と
し
て
、
こ
の
問
題
を

検
討
し
て
み
た
い
。 

 

左
は
、
明
治
二
六
年
四
月
に
新
聞
『
日
本
』
に
発
表
さ
れ
た
「
鎌
倉
一
見

の
記
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 

  
 

 
 
 

先
づ
由
井マ

マ

が
浜
に
隠
士
を
お
と
づ
れ
て
久
々
の
対
面
う
れ
し
や
と
と

つ
お
い
つ
語
り
出
だ
す
事
は
何
ぞ
。
歌
の
話
発
句
の
噂
に
半
日
を
費
し

た
り
。
即
景 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

陽
炎
や
小
松
の
中
の
古
す
ゝ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

春
風
や
起
き
も
直
ら
ぬ
磯
慣
松 

 
 

 
 

ひ
と
り
ふ
ら

〱
と
う
か
れ
出
で
ゝ
縄
手
づ
た
ひ
に
あ
ゆ
め
ば
行
く
と

も
な
し
に
鶴
が
岡
に
ぞ
着
に
け
る
。
銀
杏
を
撫
で
石
壇
を
攀よ

ぢ
御
前
に

一
礼
し
た
る
後
瑞
垣
に
憑よ

り
て
見
下
ろ
せ
ば
数
百
株
の
古
梅
や
ゝ
さ
か

り
を
過
ぎ
て
散
り
が
て
な
る
も
哀
れ
な
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

銀
杏
と
は
ど
ち
ら
が
古
き
梅
の
花 

（
「
鎌
倉
一
見
の
記
」
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
六
年
四
月
五
日
） 

 続
い
て
の
引
用
は
、
明
治
二
七
年
一
二
月
に
新
聞
『
日
本
』
に
発
表
さ
れ

た
、
「
総
武
鉄
道
」
か
ら
で
あ
る
。 

  
 

 
 

鉄
道
は
風
雅
の
敵
な
が
ら
新
ら
し
き
鉄
道
に
依
り
て
発
句
枕
を
探
る
こ

そ
興
あ
ら
め
と
二
人
し
て
朝
疾
く
出
で
立
つ 

本
所
の
割
下
水
に
りマ

マ

て

即
景 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

染
汁
の
紫
こ
ほ
る
小
川
か
な 

（
「
総
武
鉄
道
」
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
七
年
一
二
月
三
〇
日
） 

  

前
者
は
、「
由
井マ

マ

が
浜
」
に
て
、
俗
世
間
と
の
交
わ
り
を
断
っ
て
ひ
と
り
暮

ら
す
人
を
訪
ね
た
折
に
、「
即
景
」
で
二
句
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後

者
は
、
現
在
の
東
京
都
墨
田
区
、
旧
本
所
区
に
あ
っ
た
割
下
水

わ

り

げ

す

い

が
、
恐
ら
く

凍
っ
て
い
た
の
を
見
て
、「
即
景
」
で
、
染
料
の
汁
の
紫
が
凍
っ
て
い
る
小
川

で
あ
る
こ
と
よ
、
と
一
句
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

 

「
即
景
」
と
は
、
「
ま
の
あ
た
り
に
見
る
風
景
。
眼
前
の
景
色
」
（
小
学
館

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）
の
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
目
の
当
た

り
に
し
た
風
景
を
あ
り
の
ま
ま
に
言
葉
で
表
現
し
、
俳
句
に
ま
と
め
た
の
だ

と
し
た
ら
、
先
の
芭
蕉
や
蕉
風
俳
諧
の
姿
勢
に
重
な
る
。『
俳
諧
大
要
』
の
初

出
が
明
治
二
八
年
一
一
月
一
日
以
降
で
あ
る
の
で
、「
鎌
倉
一
見
の
記
」
は
二

年
半
以
上
、「
総
武
鉄
道
」
で
も
一
年
弱
の
時
間
の
ず
れ
が
生
じ
、
い
ず
れ
の

紀
行
も
『
俳
諧
大
要
』
に
先
行
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
想
像
を
た
く
ま
し
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く
す
れ
ば
、「
鎌
倉
一
見
の
記
」
の
時
に
は
す
で
に
、
明
治
二
五
年
の
「
獺
祭

書
屋
俳
話
」
を
嚆
矢
と
す
る
、
子
規
の
俳
句
革
新
は
始
ま
っ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
蕉
風
俳
諧
か
ら
汲
み
取
っ
た
俳
句
革
新
の
方
向
性
や
具
体
的
手
法

が
、
明
治
二
六
年
の
時
点
で
既
に
確
立
し
て
い
た
と
し
て
も
、
不
思
議
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

 

お
わ
り
に 

  

以
上
、
俳
句
革
新
を
目
指
し
た
子
規
が
、
一
見
、
矛
盾
す
る
ご
と
き
古
句

へ
の
視
線
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
事
実
と
そ
の
意
味
を
論
じ
て
き
た
。 

 

正
岡
子
規
は
俳
句
革
新
を
目
指
し
た
が
、
過
去
の
俳
諧
伝
統
を
す
べ
て
捨

て
去
る
こ
と
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 

子
規
が
『
俳
諧
大
要
』
に
お
い
て
、
特
に
初
学
者
向
け
に
推
薦
す
る
俳
書

名
を
逐
一
確
認
し
て
い
く
と
、『
蕪
村
句
集
』
な
ど
蕪
村
関
係
の
俳
書
と
並
び
、

『
俳
諧
七
部
集
』
を
始
め
と
す
る
蕉
風
俳
諧
及
び
、
蕉
風
復
興
を
志
し
た
俳

書
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。 

 

旧
派
が
無
批
判
に
尊
崇
し
た
芭
蕉
の
句
や
蕉
風
の
俳
書
を
読
む
こ
と
を
、

子
規
が
敢
え
て
推
奨
し
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
野

山
を
逍
遙
し
て
、「
造
化
」
か
ら
「
趣
味
」
や
「
趣
向
」
を
採
っ
て
く
る
姿
勢
、

そ
し
て
第
二
に
、
採
っ
て
き
た
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
て
、
あ
り
の
ま
ま

を
言
葉
で
表
現
す
る
姿
勢
。
子
規
は
こ
れ
ら
の
姿
勢
を
、
蕉
風
俳
諧
に
看
取

し
、
そ
こ
に
「
新
奇
」
な
る
句
を
生
み
出
す
可
能
性
を
認
め
た
た
め
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
実
作
の
手
本
と
し
て
も
、
蕉
風
俳
諧
を
評
価
し
て
い
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
子
規
の
俳
句
革
新
の
方
向
性
や
具
体
的
方
法
に
対
し
、
蕉
風

俳
諧
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
「
事
物
を
あ
り

の
儘
に
詠
」
む
と
い
う
意
の
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
子
規
の

俳
論
と
し
て
著
名
な
「
写
生
論
」
へ
は
、
こ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

子
規
が
、
絵
画
の
写
生
論
を
俳
句
に
く
み
入
れ
た
の
が
、
中
村
不
折
の
影

響
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
子
規
は
、

画
家
で
あ
り
俳
人
で
あ
っ
た
下
村
為
山
（
牛
伴
）
と
次
の
よ
う
な
議
論
を
展

開
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

一
は
じ
め
の
程
は
空
想
な
ら
で
は
作
り
得
ぬ
を
常
と
す
や
が
て
実
景
を

写
さ
ん
と
す
る
に
つ
か
ま
え
処
無
き
心
地
し
て
何
事
も
句
に
な
ら
ず

度
々
経
験
の
上
写
実
も
少
し
出
来
得
る
に
至
れ
ば
写
実
程
面
白
く
作

り
易
き
は
な
か
る
べ
し
空
想
の
陳
腐
を
悟
り
写
実
の
斬
新
を
悟
る
亦

此
時
に
あ
り
油
画
師
牛
伴
と
語
る
事
あ
り
牛
伴
日
く
画
に
於
て
も
空

想
を
以
て
競
争
せ
ん
に
は
老
熟
の
者
必
ず
勝
ち
少
年
の
者
必
ず
負
く

然
れ
ど
も
写
生
を
以
て
せ
ん
か
少
年
の
者
の
画
く
所
の
者
亦
老
熟

者
を
驚
か
す
に
足
る
と
真
な
る
か
な 

（
『
俳
諧
大
要
』
第
六 

修
学
第
二
期
。
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
八

年
一
二
月
八
日
） 

 

右
の
記
事
に
よ
り
、 
子
規
の
写
生
論
は
、
不
折
に
よ
っ
て
そ
の
萌
芽
を
得
た
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が
、
そ
の
枝
葉
の
部
分
に
は
為
山
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
画
家
の
影
響
も
あ

っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。 

 

さ
ら
に
時
代
を
遡
っ
て
、
坪
内
逍
遙
や
二
葉
亭
四
迷
ら
に
代
表
さ
れ
る
、

文
学
に
お
け
る
写
実
主
義
と
俳
句
に
お
け
る
子
規
の
写
生
論
の
影
響
関
係
は
、

ど
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 

子
規
の
写
生
論
と
明
治
前
期
の
文
学
・
美
術
思
潮
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

付
記 

引
用
に
際
し
、
旧
字
や
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
箇
所
が
あ

る
。
ま
た
、
引
用
に
際
し
、
ふ
り
が
な
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
場
合

は
、
ふ
り
が
な
を
（ 

）
に
て
囲
っ
た
。
さ
ら
に
引
用
に
際
し
、
傍
線
や
文

字
囲
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
他
傍
点
、
、
や
圏
点

○
○

は
、
引
用
本
文
に
よ
る
。

『
俳
諧
大
要
』
、
『
俳
句
問
答
』
、
『
獺
祭
書
屋
俳
話
増
補
』
、
「
俳
諧
反
故
籠
」

の
引
用
は
、
講
談
社
版
『
子
規
全
集
』
第
四
巻
（
昭
和
五
〇
年
一
一
月
）
に

よ
る
。
ま
た
、「
鎌
倉
一
見
の
記
」「
総
武
鉄
道
」
の
引
用
は
、
講
談
社
版
『
子

規
全
集
』
第
一
三
巻
（
昭
和
五
一
年
九
月
）
に
よ
る
。『
俳
文
学
大
辞
典
』
の

引
用
は
、
加
藤
楸
邨
ほ
か
監
修
、
尾
形
仂
ほ
か
編
『
俳
文
学
大
辞
典
』
普
及

版
（
平
成
二
〇
年
一
月
、
角
川
学
芸
出
版
）
に
よ
る
。 

 

〈
注
〉 

（
1
）『
俳
諧
大
要
』
第
六 

修
学
第
二
期
に
、「
天
保
以
後
の
句
は
概
ね
卑
俗
陳
腐
に

し
て
見
る
に
堪
え
ず
称
し
て
月
並
調
と
い
ふ
」（
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二

八
年
一
二
月
二
日
）
と
あ
る
。 

（
2
）
『
俳
句
問
答
』
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
九
年
七
月
二
七
日 

（
3
）『
獺
祭
書
屋
俳
話
増
補
』
よ
り
「
芭
蕉
雑
談
」
内
「
雄
壮
な
る
句
」
に
、「
元
緑

以
後
俳
家
の
輩
出
し
て
俳
運
の
隆
盛
を
極
め
た
る
は
明
和
天
明
の
間
な
り
と

す
。
白
雄
は
寂
栞
を
著
し
て
盛
ん
に
蕉
風
を
唱
道
せ
り
と
雖
も
其
神
髄
を
以

て
幽
玄
の
二
字
に
帰
し
終
に
豪
壮
雄
健
な
る
者
を
説
か
ず
。
其
作
る
所
を
見

る
も
句
々
繊
巧
を
弄
し
婉
曲
を
主
と
す
る
の
み
に
し
て
芭
蕉
の
堂
に
上
る
事

を
得
ず
。
蓼
太
は
敏
才
と
猾
智
と
を
以
て
一
時
天
下
の
耳
目
を
聳
動

し
よ
う
ど
う

せ
り
と

雖
も
固
よ
り
其
眼
孔
は
針
尖
の
如
く
小
な
り
き
。
蕪
村
、
暁
台
、
蘭
更
の
三
豪

傑
は
古
来
の
蕉
風
外
に
出
入
し
て
各
一
派
を
成
せ
り
。
此
三
人
の
独
得
な
る

処
は
芭
蕉
及
ぴ
其
門
弟
等
が
当
時
夢
想
に
も
知
り
得
ざ
り
し
所
に
し
て
俳
諧

史
上
特
筆
大
書
す
べ
き
価
値
を
有
す
。
さ
れ
ば
其
俳
句
中
に
は
雄
健
の
筆
を

以
て
豪
壮
の
景
を
為
し
た
る
者
に
匱と

ぼ

し
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
彼
等
の
壮
は
芭

焦
の
壮
に
及
ば
ず
彼
等
の
大
は
芭
蕉
の
大
に
及
ば
ざ
り
き
。
文
政
以
後
蒼
軋
、

梅
室
、
鳳
朗
の
如
き
群
蛙
は
自
ら
好
ん
で
三
尺
の
井
中
に
棲
息
し
た
る
者
固

よ
り
与
に
大
海
を
談
ず
べ
か
ら
ず
。
是
に
於
て
か
芭
蕉
は
揚
々
と
し
て
俳
諧

壇
上
を
濶
歩
せ
り
。
吁
嘻

あ

あ

芭
蕉
以
前
已
に
芭
蕉
無
く
芭
蕉
以
後
復
芭
蕉
無
き

な
り
」
（
初
出
新
聞
『
日
本
』
明
治
二
六
年
一
二
月
一
三
日
）
と
あ
る
。 

（
4
）『
俳
文
学
大
辞
典
』「
俳
諧
続
七
部
集
」
項
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
上
巻
に
『
深
川
』

『
卯
辰
集

う
た
つ
し
ゆ
う

』『
韻
塞

い
ん
ふ
た
ぎ

』『
と
な
み
山
』
、
下
巻
に
『
有
磯
海

あ

り

そ

う

み

』『
芭
蕉
庵
小
文
庫

ば

し

よ

う

あ

ん

こ

ぶ

ん

こ

』

『
千
鳥
掛

ち

ど

り

が

け

』
を
収
め
る
。 

（
5
）『
俳
文
学
大
辞
典
』「
発
句
三
傑
集
」
項
。
山
本
和
明
に
よ
れ
ば
、『
発
句
三
傑

集
』
は
、
「
闌
更
七
一
〇
句
余
、
暁
台
七
五
〇
句
余
、
蓼
太

り
ょ
う
た

五
三
〇
句
余
、
計

一
九
九
〇
句
余
の
発
句
を
四
季
別
・
月
順
で
類
題
ご
と
に
整
理
し
て
収
載
」
し
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た
も
の
で
あ
る
。 

（
6
）『
俳
文
学
大
辞
典
』
田
中
道
雄
「
去
来
発
句
集
」
項
に
よ
れ
ば
、
同
書
の
下
巻

に
当
た
る
書
が
『
丈
草
発
句
集
』
で
あ
る
。 

（
7
）『
俳
文
学
大
辞
典
』「
蕪
村
句
集
」
項
に
て
、
尾
形
仂
は
「
正
岡
子
規
は
本
書
を

通
し
て
蕪
村
を
写
生
の
先
達
と
仰
ぎ
、
近
代
俳
句
の
路
線
を
決
定
し
た
」
と
評

し
て
い
る
。 

（
8
）『
俳
文
学
大
辞
典
』
加
藤
定
彦
「
故
人
五
百
題
」
項
は
、「
天
明
七
（
一
七
八
七
）・

五
、
松
露
庵
蔵
版
。（
略
）
烏
明
が
先
師
鳥
酔
に
陪
従
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
書

き
留
め
た
故
人
の
句
を
、
亀
足
・
瓜
州
の
両
名
が
校
合
、
四
季
別
五
百
題
（
実

際
は
六
二
四
題
）
に
分
類
・
整
理
し
上
梓
し
た
も
の
。
蝶
夢
編
『
類
題
発
句
集
』

と
重
な
る
句
が
多
く
、
同
書
を
参
照
し
つ
つ
師
友
の
遺
句
を
増
補
し
て
成
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
略
）
初
版
奥
付
に
は
「
門
人
之
外
不
許

鬻
ひ
さ
ぐ

事
」
と
あ
っ

て
、
一
門
内
部
の
み
の
刊
行
物
で
あ
っ
た
が
、
軽
便
な
た
め
に
好
評
を
博
し
、

書
肆
に
版
木
が
譲
ら
れ
て
か
ら
市
販
さ
れ
、
無
刊
記
版
の
ほ
か
に
桑
村
半
蔵

ほ
か
の
求
版
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
の
英
文
蔵
に
よ
る
再
版
、
同
一
五

年
の
英
大
助
に
よ
る
横
本
一
冊
の
重
版
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
英
屋
文

蔵
に
よ
る
三
刻
な
ど
広
く
流
布
し
た
」
と
す
る
。 

（
9
）
子
規
の
蕪
村
研
究
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
詳
し
く
扱
わ
な
い
が
、
佐
藤
勝
明

ほ
か
『
蕪
村
句
集
講
義
』
（
内
藤
鳴
雪
ほ
か
著
、
佐
藤
勝
明
校
注
『
蕪
村
句
集

講
義
３
』
、
平
成
二
三
年
二
月
、
平
凡
社
）
な
ど
に
詳
し
い
。 

（
10
）
佐
藤
勝
明
は
、
前
掲
注
９
『
蕪
村
句
集
講
義
』
の
「
解
説
」
に
て
、「
（
稿
者
注
：

点
取
り
俳
諧
の
横
行
に
よ
っ
て
、
）
芭
蕉
の
俳
諧
と
は
遠
く
離
れ
た
姿
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
芭
蕉
は
彼
ら
の
守
護
神
で
あ
り
、
月
次
流
宗
匠
の
存
在
基
盤
な
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
矛
盾
し
た
事
態
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
旧
派
（
子
規
や
尾
崎

紅
葉
ら
を
新
派
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
幕
末
以
来
の
俳
諧
を
行
う
人
々
に
与

え
ら
れ
た
呼
称
）
を
徹
底
攻
撃
し
た
と
こ
ろ
に
、
子
規
ら
の
俳
諧
革
新
は
推
進

さ
れ
て
い
く
。
そ
の
際
に
子
規
が
と
っ
た
方
法
は
、「
芭
蕉
へ
帰
れ
」
で
は
な

く
、
旧
派
の
宗
匠
が
盲
目
的
に
あ
が
め
る
（
同
時
に
利
用
す
る
）
芭
蕉
を
冷
静

に
と
ら
え
直
す
と
同
時
に
、
本
格
的
な
評
価
対
象
か
ら
は
ず
れ
が
ち
の
蕪
村

に
光
を
当
て
、
そ
の
真
価
を
世
に
問
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
ま
た
、
井

上
泰
至
は
「
子
規
か
ら
す
れ
ば
、
旧
派
の
崇
拝
す
る
芭
蕉
へ
の
批
判
を
過
剰
に

行
い
、
代
わ
っ
て
蕪
村
の
句
の
価
値
を
発
見
・
宣
伝
す
る
こ
と
は
、（
稿
者
注
：

子
規
の
俳
句
革
新
に
お
い
て
）
重
要
な
戦
略
で
あ
っ
た
」（
井
上
泰
至
『
子
規

の
内
な
る
江
戸 

俳
句
革
新
と
い
う
ド
ラ
マ
』
平
成
二
三
年
七
月
、
角
川
学
芸

出
版
）
と
し
て
い
る
。 

（
11
）
復
本
一
郎
『
俳
句
か
ら
見
た
俳
諧
―
子
規
に
と
っ
て
芭
蕉
と
は
何
か
―
』
平
成

一
一
年
九
月
、
お
茶
の
水
書
房 

（
12
）『
獺
祭
書
屋
俳
話
増
補
』
よ
り
「
芭
蕉
雑
談
」
内
「
補
遺
」
項
。
初
出
新
聞
『
日

本
』
明
治
二
七
年
一
月
二
七
日 

 

主
指
導
教
員
（
堀
竜
一
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
廣
部
俊
也
准
教
授
・
足
立
幸
子
教
授
） 

 


